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寒さが厳しい日が続いていますが、いかがお過ごしで

しょうか。もうすぐ節分ですが、今年は２月２日ということ

でいつもと日付が違います。これは節分が固定日ではな

く、「立春の前日」と決まっているからです。国立天文台

暦計算室によると、２月３日でなくなるのは昭和５４年以

来３７年ぶりで、２月２日になったのは明治３０年以来１２

４年ぶりの出来事です。一昨年は改元、昨年は新型コロ

ナウイルス感染症の発現と時代のうねりを実感するこの

頃ですが、初心に帰って足元の歴史に目を向けて見る

のも良いのではないでしょうか。

さて、今月は１６日に第１０回整備検討委員会を県庁で

開催します。昨年末に完了した整備管理用道路設計の

報告や樹木管理ガイドラインの審議などを行い、来年度

に繋げようと思います。

（天草市文化課 宮崎）【整備管理用道路設計が完了しました】

倉
岳
山
が
雪
で
覆
わ
れ

北
風
が
冷
た
く
吹
き
つ
け

る
１
月
１
０
日(

日
）
曙
地
区

で
「
鬼
火
焼
き(

お
ね
び
）
」
が

行
わ
れ
た
。

「
お
ね
び
」
は
、
竹
の
破
裂

す
る
音
や
煙
で
悪
霊
を
追

い
払
い
、
残
り
火
で
餅
を
焼

い
て
食
べ
れ
ば
一
年
間
健

康
で
過
ご
せ
る
と
い
う
昔

か
ら
の
伝
統
行
事
で
あ
る
。

棚底地域の安寧とコロナ禍の早期収束を

願って正月の３日、倉岳神社に初詣に行って

きました。肌を刺すような凍てつく寒さにも拘わ

らず山頂駐車場は大混雑していました。改め

て“天空の倉岳”の人気度を実感しました。

ところで、倉岳町といえばすぐにWANIMAの

出身地ですかと聞かれるほど今や彼らの知名

度はメジャー級です。休日ともなると熱狂的な

ファンが県内外から訪れ、聖地と崇められてい

る浦のパチンコ店跡など、自撮りしている光景

を見かけた方も多いかと思います。

他方、昨年ごろから密かに話題となっている

のが、倉岳山頂に祀られている祠（倉岳神社）

から鳥居越しに見る景色です。幻想的な風景

が新聞やテレビで報道され、インスタ映えする

写真が“天空の倉岳”としてSNSなどで広がっ

ていったようです。

少子高齢化で人口減少が著しい中、情報発

信力の影響の大きさを痛感した正月でした。

正月早々、登山道は車が多く離合の度に
ひやひやしながら下りてきました。コロナ禍
の中、人気の高さを実感しました。

曙
で
は
例
年
、
数
か
所

に
分
か
れ
て
「
お
ね
び
」
を

実
施
し
て
い
た
が
、
今
年

は
、
天
候
不
順
と
コ
ロ
ナ

禍
の
た
め
区
長
さ
ん
が
中

心
と
な
っ
て
船
舶
用
ド
ッ

ク
で
行
わ
れ
た
。

午
前
９
時
過
ぎ
に
木
の

枝
や
竹
で
組
ん
だ
や
ぐ
ら

に
点
火
、
煙
が
も
う
も
う

と
立
ち
上
っ
た
。
や
が
て

火
勢
が
強
ま
り
竹
の
破
裂

す
る
音
が
パ
ン
パ
ン
と
鳴

り
だ
す
と
地
区
の
人
た
ち

が
次
々
に
訪
れ
、
し
め
縄

や
門
松
な
ど
を
や
ぐ
ら
に

燃
や
し
て
い
た
。
黒
く
焼

け
た
松
は
、
家
の
魔
除
け

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
大

事
に
仕
舞
わ
れ
た
。

そ
の
あ
と
、
残
り
火
で

鏡
餅
を
焼
い
た
り
、
差
し

入
れ
の
ス
ル
メ
や
イ
ワ
シ

な
ど
を
つ
ま
み
に
お
神
酒

や
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
談

笑
さ
れ
た
。

「
お
ね
び
」
を
通
し
て
曙

地
区
民
の
団
結
と
絆
の
深

さ
を
実
感
で
き
た
。

倉岳神社側から見た景色＝昨年撮影

残り火を囲んで団らんする住民ら＝船舶用ドック

ぼた餅を焼いてるNさん
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１２月末 １１月末

642（-3）

高齢化率
４９.５０％

人　　口

　人口動静

世　帯　数

１２月末

959（+3）

１１月末

483 1,082（-3）

956

481（-2） 1,085

地域づくり部会

棚底城跡見回り（当番）

４区の地域づくり部会員

健康福祉部会

石垣散策トイレ（当番）

２月２日（火） ４区 、 ６日（土） ５区
９日（火） １区 、１３日（土） ２区

１６日（火） ３区 、２０日（土） ４区
２３日（火） ５区 、２７日（土） １区

（コロナ禍のため変更になる場合あり）

棚
底
の
タ
テ
道

棚
底
湾
に
な
だ
ら
か
に
落
ち
込
む

棚
底
の
扇
状
地
の
様
は
素
晴
ら
し
い

も
の
で
す
。
こ
の
扇
状
地
の
ほ
ぼ
中

央
部
を
旭
港
か
ら
棚
底
川
に
架
か
る

柴
浦
橋
ま
で
の
約
一
・
五
㎞
の
ほ
ぼ

一
直
線
の
タ
テ
道
が
走
っ
て
い
ま
す

が
、
天
草
で
は
他
に
見
ら
れ
な
い
風

景
で
す
。

こ
の
タ
テ
道
は
か
な
り
古
い
時
期

か
ら
の
道
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
今
よ
り
狭
か
っ
た
で
し
ょ
う
が
、

江
戸
期
の
庄
屋
始
め
村
三
役
の
屋
敷

は
す
べ
て
こ
の
沿
線
に
あ
り
ま
し
た

し
、
ま
た
古
い
往
還
道
に
つ
き
も
の

の
神
仏
の
祠
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
終
点
付
近
に
は
、
十
一
月
号

で
紹
介
し
ま
し
た
大
権
寺
が
あ
り
ま

す
。棚

底
城
跡
専
門
委
員
会
の
鶴
嶋
委

員
長{

熊
本
市)

か
ら
は
、
上
揚{

カ
ミ
ア

ゲ}

は
他
の
地
区
で
は
、
神
上
と
い
う

意
味
で
、
寺
社
と
関
係
が
あ
り
ま
す

よ
と
、
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
言
え

ば
阿
蘇
神
社
に
次
ぐ
肥
後
二
の
宮
と

言
わ
れ
る
緑
川
沿
い
の
甲
佐
神
社
の

近
く
に
は
上
揚
と
い
う
バ
ス
停
が
あ

り
ま
す
。
果
た
し
て
棚
底
の
場
合
の

上
揚
の
神
は
？
倉
岳
神
社
？
大
権
寺

？
そ
れ
と
も
・
・
・
。

玄
界
灘
に
通
じ
る
福
岡
県
福
津
の

宮
地
嶽
神
社
の
参
道
は
有
名
で
す
が
、

そ
れ
に
匹
敵
す
る
の
が
こ
の
タ
テ
道

か
と
勝
手
に
思
い
巡
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
の
タ
テ
道
は
大
権
寺
の
参
道
で
は

な
い
か
と
い
う
の
が
第
一
私
案
で
す
。

第
二
私
案
は
、
棚
底
城
の
南
西
部

方
面
を
防
御
す
る
長
大
な
土
塁{

防
護

壁}

の
跡
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で

す
。
医
師
観
音
の
近
く
か
ら
三
十
三

体
の
遺
骨
が
発
見
さ
れ
た
と
い
う
伝

承
も
棚
底
城
が
ら
み
の
戦
の
痕
跡
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
通
常
、
集
落
内

の
道
は
家
屋
や
農
地
を
避
け
て
ク
ネ

ク
ネ
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
タ
テ
道

に
は
、
真
直
ぐ
作
る
と
い
う
強
い
意

志
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

現
在
で
は
、
の
ど
か
な
農
漁
村
の

風
情
が
漂
う
棚
底
で
す
が
、
か
つ
て

の
門
前
町
、
あ
る
い
は
城
下
町
と
い

う
視
点
か
ら
眺
め
て
見
る
の
も
面
白

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

棚
底
三
区

歳
川

喜
三
生

防犯パトロールを実施しました

昨年の暮れ、１２月２５日（金）小・中・高校の２学期の終業

式に併せて第２回目の防犯パトロールを実施しました。

この事業は、まちづくり協議会が音頭をとり、夏・冬休みに入

る前日の年２回、学校、防犯協会、各振興会の部会に働きか

け青少年育成事業の一環として実施するものです。

棚底では、倉岳小学校を発着に午後５時から約１時間、徒

歩グループと青パトに分かれ非行防止や危険個所の点検、

確認に気を配りながら巡回しました。

これからも防犯パトロールを通じて子供たちが安全・安心に

過ごせるまちづくりを目指して取り組んで行きたいと思います。

大権寺までの一直線のタテ道

振興会花壇横をパトロール中


